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論 文 要 旨       
 

所属ゼミ 中村洋 研究室 氏名 志賀 卓弥 

（論文題名） 
日本における大学発ベンチャーの成功のために 
―ベンチャーアンケート調査とベンチャー支援者インタビューを比較して― 
（内容の要旨） 

＜背景＞大学の各研究室には優れた技術や人材が集積している．しかし日本において大学シーズ

を利用した大学発ベンチャー（VB）が非常に少ない．基礎研究やシーズ技術等の優れた技術を用

いた製品，サービスを創造しようと VB として起業しようとすると，多くの障壁が存在していた．

大学発 VB ビジネスについて，我が国の現状，今後の VB ビジネス見通しについて興味を持った．

＜目的＞日本でこれまで行われてきた政策，大学，VC 等による大学発 VB への各種支援が，大学

発 VB の成長に与えた影響を分析し，今後，日本における大学発 VB の成長を促す支援の在り方は

どうあるべきか，大学発 VB の現在の問題点，その原因，解決策を検討し，日本における大学発

VB の成長のために必要な提言を行う．＜方法＞平成 27 年度産業技術調査事業報告書アンケート

結果と現状分析より大学発 VB の現状を把握し，課題を抽出した．大学発 VB 支援者に対し半構造

化インタビューを行った．インタビュー結果は修正版グラウンデッド・セオリーアプローチ

（M-GTA）により概念化を行った．経済産業省のアンケート結果とインタビュー結果を比較し，

有効と思われる施策，新たに必要と思われる視点，仕組みを考察した．＜結果＞M-GTA に従い，

概念のカテゴライズを行った．インタビュイーの多くが重要と指摘した項目を重要な項目とし

た．経済産業省のアンケートで重要な施策の項目とこれらの項目を比較検討した．＜考察＞経済

産業省のアンケート結果とインタビューの共通点として，ビジネスモデルが描ける人材がいる，

資金調達の出来る人材いる，社会へインパクトのある・差別化された製品・サービスがある，エ

ンジェル・VC を活用した資金調達が出来る，グローバル展開のために外国人等をメンバーへ入れ

る，が挙がった．これら共通した項目については大学発 VB の成功に重要な項目として確認でき

た．経済産業省のアンケート結果では上げられていない点で，今回のインタビューで新たに得ら

れた視点は，研究者は経営陣に入るべきではない，研究者のマインドセットとして起業に消極的

である，クラスター形成が必要である，公的資金の投下方法の問題，が挙げられた．研究者は，

投下資本を研究費と勘違いしている研究者が多く存在し，経営能力の欠如，資金調達能力の欠如，

市場戦略の欠如があげられ，マインドセットとして，失敗を周囲が受け入れない，起業したいと

いうモチベーションがない，兼業規定の問題，給与の確保が不安定といった要素による物と考え

られた．VB の立ち上がりにはスピードが必要であり，そのやり取り，連絡には近い方が有利であ

る．そのため，クラスターを形成することが多い．公的資金の使用方法の問題は，VC の運用費用

としての取り分は，運用資金の数％程度と言われている．VC にとって取り分を増やすためには，

手元資金を投資している方が良い．つまり，公設 VC は，手元資金を全額投資していた方が，自

身の取り分は増える．そのため，公設 VC が直接投資をすると，VB の企業価値を高く見積もりが

ちとなり，民業圧迫となる．＜結論＞経済産業省の VB へのアンケート結果と，インタビューの

結果から，1.人材，知財，資金調達が重要である．2.資金調達は株式調達が重要である．3.VB は

グローバルで戦略を立てることが重要である．4.大学発 VB において，研究者を経営陣に含める

べきではない．5.クラスター形成が必要である．6.公的資金投資は，VC の目利き力に基づき供給

する必要がある．7.アントレプレナーシップ教育が必要である．そしてこれらをサステイナブル

に行うためには，大学発 VB 創出の大学側支援，国の環境整備，民間投資が循環するエコシステムが

必要である． 
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